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さ
る
三
月
六
日
、
五
領
地
区

連
合
自
治
会
結
成
二
十
周
年
を

寿
ほ
ぐ
記
念
大
会
が
、
五
領
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
始
め
に
、
市
民
憲
章
を

全
員
で
唱
和
し
た
後
、
五
領
地
区

連
合
自
治
会
の
中
原
会
長
が
挨
拶

に
立
ち
ま
し
た
。
同
会
長
は
、
二

十
周
年
を
迎
え
た
喜
び
と
、
歴
代

役
員
に
対
す
る
謝
意
を
表
明
す
る

と
と
も
に
、
連
合
自
治
会
の
発
足

と
活
動
に
ふ
れ
、

「永
遠
の
ふ
る

さ
と
五
領
」
を
め
ざ
し
て
の
、
今

後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
へ
の

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
ｏ

次
に

「
二
十
年
の
経
過
報
告
」

と
題
し
て
高
須
賀
副
会
長
が
、

二
十
年
の
活
動
と
歩
み
を
、
大

会
資
料
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た

内
容
に
そ
つ
て
、
多
角
的
に
維

介
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
連
合
自
治
会

の
発

展
に
功
績

の
あ

つ
た
三
人
の
方

連
合
自
治
会
結
成
二
十
周
年

の
記
念
行
事
と
し
て
、
第
十
四

回

「文
化
展
」
（希
望
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
展
二
〇
〇
四
）
が
三
月
六
日
、

へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
来
賓
を
代

表
し
、
高
槻
市
長

・
奥
本
務
さ
ん
、

高
槻
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
市
民
会

議
議
長

・
奥
村
光
雄
さ
ん
か
ら

お
祝

い
の
挨
拶
を
う
け
ま
し
た
。

・
な
お
、
こ
の
日
の
来
賓
と
し

て
は
他
に
、
高
槻
市
教
育
長
の

立
石
博
幸
さ
ん
、
同
市
民
協
働

部
長
の
吉
田
定
雄
さ
ん
、
同
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
課
長
の
春
本

一
裕

さ
ん
を
は
じ
め
、
地
元
関
係
と

ｔ
て

五
領
地
区
福
祉
委
員
長
、

五
領
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、

中
消
防
署
五
領
出
張
所
長
、
中

学
校

・
小
学
校

・
幼
稚
園
の
校
長

・

園
長
等
が
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

七
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
五
領

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

館
内
の
各
部
屋
に
、
部
門
別
に

作
品
を
展
示
、
一階
集
会
室
に
は
写

真
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
書
道
、
和

室
に
は
編
み
物
、
三
階
の
集
会
室
に

は
書
道
・俳
画
・水
墨
画
、
調
理
室

に
は
陶
芸
、
大
集
会
室
に
は
パ
ツ
チ

ヮ
ー
ク
な
ど
に
加
え
て
、
五
領
中
学

校
、
上
牧
・五
領
小
学
校
、
五
領
・上

牧
幼
稚
園
と
い
つ
た
地
域
の
学
校

か
ら
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
集

ま
つ
た
点
数
は
、
三
三
〇
点
。

初
日
は
、
記
念
大
会
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
奥
本
市
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
が
観
賞
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

連合自治会結成20周年の記念大会と第14回文化展○ (五領公民館で)

文
化
展
な
ど
の
記
念
行
事
も
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轟
一ぶ口自
発
会
長

中
原
‐
　

武

結
成
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
五
領
地
区
連
合
自
治

会
は
、
昭
和
五
九
年
三
月
、

故
中
川
宗

一
氏
を
会
長
と

し
、
古
く
か
ら
の
地
域
と

新
し
い
住
宅
地
域
と
が
、

五
領
地
区
の
発
展
の
た
め

に
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
の

も
と
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
課
題
で
あ
っ
た
道

路
冠
水
の
際
の
雨
水
対
策

（前
島
や
王
子
排
水
機
場

の
機
能
ア
ッ
プ
）
や
、
人
々

の
交
流
拠
点
と
な
る
施
設

建
設

（五
領
公
民
館
）
、

救
急
車
を
配
備
し
た
消
防

署

（中
消
防
署
五
領
出
張

所
）
な
ど
、
地
域
の
基
盤

整
備
に
は
、
大
変
な
ご
苦

労
が
あ
っ
た
と
、
聞
い
て

お
り
ま
す
。

結
成
以
来
、
文
化
事
業

や
地
域
交
流
な
ど
の
、
時

代
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
活
動
を
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

私
自
身
も
、
今
後
も
皆
様
方
の
お

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
、
決
意
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

五
領
に
は
、
美
し
い
自

然
が
あ
り
、
人
々
の
美
し

い
心
も
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
仕
事
で
訪
れ

た
五
領
の
地
で
人
の
温
か

さ
を
知
り
、
故
郷
の
よ
く

似
た
情
景
も
重
な

っ
て
定

住
を
決
め
た
青
年
や
、
長

い
間
体
調
を
崩
し
て
い
た

母
親
が
五
領
に
来
て
か
ら

は
友
達
も
で
き
、
元
気
に

な
り
、
明
る
く
な

っ
た
と

喜
ぶ
娘
さ
ん
に
も
出
会
い

ま
し
た
。
五
領
の
方
々
の

温
か
い
心
遣
い
が
伝
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

今
、

「
子
供
た
ち
を
守

ろ
う
！
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る

「永
遠
の
ふ
る
さ
と

五
領
」
を
目
指
し
、
更
に

粘
り
強
く
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

二
十
周
年
の
佳
節
に
あ

た
り
、
平
素
か
ら
の
皆
様

の
ご
厚
情
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
更
な
る
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

審 ″ピ猥 暮 苺蠅 陶 番患中原会長

五
領
地
区
連
合
自
治
会
は
、
昭

和
五
十
九
年
二
月
四
日
、
発
足
総

会
を
開
き
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

発
足
総
会
で
確
認
さ
れ
た
事
業

計
画
は
①
五
領
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
②
五
領
消
防
出

張
所
に
救
急
車
の
配
備
、
③
生
活

環
境
の
向
上
、
④
青
少
年
の
健
全

育
成
、
⑤
文
化

・
体
育
活
動
の
推

進
の
五
つ
で
し
た
。

五
領
地
区
は
、
檜
尾
川
を
境
と

し
た
ま
と
ま
っ
た
地
域
で
、　
一
中

学
校
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
村
と
振
興
住
宅
が
入
り
交
じ

る
地
域
で
、
ま
と
ま
っ
た

一
つ
の

連
合
自
治
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
に

は
、
今
は
故
人
と
な
っ
た
中
川
初

代
会
長
ら
の
努
力
の
賜
物
と
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
二
十
年
の
経
過
で
す
が
、

活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
毎
年
五

月
に
総
会
を
開
き
決
定
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

当
初
の
活
動
と
し
て
六
十
年
よ

り
、
各
単
位
自
治
会
の
行
事
協
賛

と
し
て
盆
踊
り
や
夏
祭
支
援
し
て

き
ま
し
た
。

六
十

一
年
か
ら
は
、
メ
イ
ン
行

事
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
夏

の
行
事
と
し
て

「夏
休
み
親
子
映

画
大
会
」
と
秋
の

「社
会
見
学
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

映
画
大
会
は
、
毎
年
夏
体
み
に

五
領
小
学
校
体
育
館
で
開
催
。

「と

な
り
の
ト
ト
ロ
」

「子
猫
物
語
」

「ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」
な
ど
、
親

子
で
楽
し
め
る
内
容
で
、
十

一
回

続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
際
、

夏
休
み
で
も
あ
り
、
青
少
年
育
成

の
観
点
で
、
夜
間
巡
視
を
ス
タ
ー

ト
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

更
に
平
成
九
年
か
ら
、
夏
の
行

事
と
し
て

「五
領
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
（写
真
）
が
ス
タ
ー
ト
、
靖

月
会
、
江
州
音
頭
保
存
会
の
協
力

の
下
、
盆
踊
り
を
中
心
に
、
年
々
、

参
加
者
も
増
え
、
近
隣
で
も
有
名

に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
見
学
は
六
十

一
年
以
来
の

行
事
で
、
行
き
先
も
須
磨

・
宇
治

・

信
楽

・
奈
良

・
三
重

。
若
狭
等
々
、

本
年
度
は
京
都

。
二
条
城
で
し
た
。

一
方
、
地
元
の
企
業
を
知
ろ
う

と
の
発
案
か
ら

「
工
場
見
学
会
」

を
六
十
二
年
に
始
め
、
ニ
チ
レ
イ

・

サ
ン
ト
リ
ー

・
明
治
製
菓
等
を
、

そ
の

一
環
で
高
槻
の
施
設
見
学
も

行
い
ま
し
た
。

健
康
推
進
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
す

る
な
か
で
栄
養
教
室
な
ど
、健
康
事

業
の
取
組
も
着
実
に
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
、
自
治
会
活
動

の
拠
点
と
し
て
待
望
の
五
領
公
民

館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
竣

工
し
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
公
民

館
を
中
心
の
活
動
が
進
み
、
平
成

三
年
か
ら

「文
化
展
」
を
行
い
今

年
度
で
十
四
回
に
な
り
ま
す
。

高
齢
社
会
を
ふ
ま
え
て
、
平
成

元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
は
、
本
年
度
で
十
四

回
と
な
り
ま
す
が
、
「グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
」
を
同
時
開
催
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

生
活
環
境
、
地
域
環
境
の
向
上

の
た
め
、
市
へ
の
陳
情
活
動
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
た
。
檜
尾
川
の

抜
本
改
修
、
雨
水
対
策
と
し
て
の

前
島
や
玉
子
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
は
、
い
ず
れ
も
解
決
が
図

ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
．

自
ら
の
手
で
地
域
を
美
し
く
し

よ
う
と
始
め
た
美
化
活
動
は
、
平

成
元
年
か
ら
上
牧
駅
前
の
不
法
看

板
撤
去
、空
き
缶
空
き
ビ
ン
の
撤
去

を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
高

視
市
の
模
範
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

を
図
る
た
め
、
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
の
建
て
直
し
を
図
っ
た
り

防
犯
、
日
赤
の
組
織
を
連
合
自
治

会
で
責
任
を
持
つ
な
ど
関
わ
り
を

も
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的

な
組
織
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（副
会
長

・
高
須
賀
嘉
章
）
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高
機
市
長
■
・

．
奥

本
　
．
務

五
領
地
区
連
合
自
治
会
に
お
か

れ
て
は
、
こ
の
た
び
結
成
二
十
周

年
を
お
迎
え
に
な
り
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
連
合
会
は
、
春
の
文
化
展
や

毒
騒
蒸賞議
議
長

・

奥

村
光

雄

地
域
の
皆
様
、
五
領
地
区
連
合

自
治
会
が
、
結
成
二
十
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
は
、
地

夏
の
ふ
る
さ
と
祭
り
、
秋
の
ス
ポ
ー
　
領
ふ
る
さ
と
祭
り
」
は
、
私
も
時

ツ
大
会
等
、
年
間
を
通
じ
て
の
地
　
間
の
許
す
限
り
参
加
さ
せ
て
頂
い

域
活
動
の
中
で
、
住
民
相
互
の
交
　
て
お
り
、
江
州
音
頭
の
盆
踊
り
や

流
を
深
め
、
自
治
意
識
の
高
揚
を
　
各
種
の
模
擬
店
な
ど
地
域
の
皆
さ

図
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
　
ん
同
様
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
か
ら
は
、
本
市
の
環
　
　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、

境
美
化
推
進
デ
ー
に
併
せ
地
域
の
　
地
域
に
お
け
る
重
要
な
問
題
で
あ

い
つ
も
楽
し
み
な

け
鶉
魏
笏
蒻

魏
魏
鶉
鶉
魏

五
領
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

清
掃
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
　
り
、
安
心

・
安
全
に
暮
ら
し
て
い

ん
で
い
た
だ
く
な
ど
、
市
政
の
発
　
く
た
め
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

展
に
大
き
く
ご
貢
献
を
賜
っ
て
お
　
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
は
、
住

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り

特
に
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う

「五
　
を
進
め
、
連
帯
意
識
を
高
め
て
い

域
の
人
達
が
思
い
や
り
を
も
ち
、　
　
た

一
方
、
地
域
内
の
環
境
美
化
活

温
か
い
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
話
　
動
に
も
熱
心
で
、
高
槻
市
環
境
美

し
合
い
、
助
け
合
い
、
楽
し
み
も
　
化
推
進
デ
ー
に
も
参
加
協
力
を
い

苦
し
み
も
と
も
に
し
、
よ
り
よ
い
　
た
だ
き
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

環
境
や
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
求
め
　
を
実
践
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と

て
協
調
し
あ
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
　

に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

く
り
を
目
指
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

す
。

活

発

な

文

化

展

や

後
鶉
％
勒
％
艤
扮
聰
％
魏
笏

〃蒻
魏
魏
艤
鶉

ス
ポ
ー
ツ
大
会

五
領
地
区
で
は
、
年
々
、
盛
況

に
な

っ
て
い
ま
す
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
を
始
め
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
文
化
展
な
ど
の
文
化
活
動
を
活

発
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
、
ま

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議
に
お

き
ま
し
て
は
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
連
携
組
織
と
し
て
、
地
域
社
会

の
発
展
を
目
指
す
等
の
基
本
理
念

を
十
分
に
ふ
ま
え
、
五
領
地
区
を

始
め
と
し
た
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

く
こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
貴
連
合
自

治
会
の
更
な
る
活
発
な
活
動
を
大

い
に
期
待
す
る
次
第
で
す
。

本
市
も
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
よ
り
、
高
槻
ブ
ラ
ン
ド
を
創

造
し
て
、
全
国
に
中
核
市
高
槻
の

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し

「住
み
た

い
ま
ち
　
訪
れ
た
い
ま
ち
高
槻
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
お

世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
歴
代
役

員
の
皆
様
方
に
対
し
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
五
領
地
区

連
合
自
治
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

が
円
滑
に
機
能
し
ま
す
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
、
積
極
的
に
諸
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
ま
し
て
、
五

領
地
区
連
合
自
治
会
を
今
日
ま
で

に
、
大
き
く
、
発
展

・
拡
大
し
て

こ
ら
れ
た
歴
代
の
役
員
の
皆
様
に

対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
地
域
の
皆
様
の
ご
健
康
、

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝

い
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

結
成
二
十
周
年
記

念
大
会
の
席
上
、
福

井
修
、
阪
口
泰
次
、

吉
田
啓

一
の
三
顧
間
に
、

こ
れ
ま
で
永
年
連
合

自
治
会
役
員
と
し
て
、

そ
の
運
営
と
推
進
に

寄
与
し
た
功
績
が
大

で
あ
り
他
の
模
範
と

な
る
と
し
て
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

福
井
氏
は
、
連
合
自
治
会
長
を

永
年
務
め
、
現
在
も
五
領
地
区
の

老
人
会
会
長
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
ま
す
。

阪
口
氏
は
、
連
合
自
治
会
副
会

長
を
永
年
務
め
、
市
の
老
人
ク
ラ

・・・・
・・
・
一
一
一‐
・　
一
一一
一
一
．

ブ
連
合

会
長
と

ん

し
て
も

確

嘲
躍
現

れ
ま

し

た

。吉
田

ん

氏
は
、

さ

連
合
自

卿

舗
識
綱

永
年
務

め
、
日

赤
五
領

議
分
掴
根

田

と
し
て

吉

の
功
績

も
あ
り

ま
す
。
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平
成
十
五
年
度
の
連
合
自
治
会

の
主
な
行
事
と
関
連
団
体
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

定

期

大

会

昨
年
五
月
十

一
日
、
連
合
自
治

会
第
十
九
回
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
十
四
年
度
の
事
業
報
告

同
決
算
報
告
、
平
成
十
五
年
度
の

事
業
計
画
案
、
同
予
算
案
等
を
審

議
し
、
採
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
に
つ
い
て
は
、
選

考
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
会
長
に

中
原
、
副
会
長
に
高
須
賀

・
薗
田

・

石
橋

（新
）
、
事
務
局
長
に
清
水
、

会
計
に
古
川

（新
）
、
監
査
に
山

口

（新
）
、
沖
野

（新
）
の
各
氏

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

五
領
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

七
月
二
十
日
、

「第
七
回
五
領

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
、
五
領
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。靖

月
会
と
江
州
音
頭
保
存
会
の

協
力
を
得
て
の
盆
踊
り

（江
州
音

頭
、
河
内
音
頭
な
ど
）
を
中
心
に

子
供
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
）
や
地
域
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
単
位
自
治
会
や
近
く

の
福
祉
施
設
が
参
画
し
て
の
模
擬

店
が
テ
ン
ト
を
連
ね
、
行
事
に
花

を
そ
え
て
い
ま
し
た
。
や
き
そ
ば
、

お
好
み
焼
き
、
飲
み
物
が
あ

っ
と

い
う
ま
に
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
行
事
も
七
回
と
な
り
、
近

隣
か
ら
も
多
く
の
人
が
踊
り
の
輪

に
参
加
し
、
三
千
人
を
超
え
る
規

模
と
な

っ
て
い
ま
す
。
高
槻
市
、

教
育
委
員
会
、
福
祉
委
員
会
等
、

多
く
の
来
賓
も
訪
れ
、
代
表
し
て

奥
本
高
槻
市
長
等
か
ら
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

▽
盆
踊
り
、
夏
祭
に
協
賛

一
方
、
本
年
度
も
淀
の
原
、
東

上
牧
、
エ
ン
ゼ
ル
ハ
イ
ム
の
各
自

治
会
で
も
盆
踊
り
や
、
夏
祭
が
行

わ
れ
、
連
合
自
治
会
と
し
て
協
賛

し
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
、
豪
雨
を
想
定
し

て
の

「高
槻
市
防
災
訓
練
」
が
、

五
領
中
学
校
で
行
わ
れ
、
連
合
自

治
会
か
ら
約
百
五
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 防

災

訂||

練

五
領

。
上
牧
の
各
小
学
校
に
集

ま

っ
た
参
加
者
は
、
ま
ず
、
五
領

中
学
校
に
向
け
て
の
避
難
訓
練
を

行

っ
た
後
、
水
防
訓
練
、
情
報
伝

達
訓
練
、
炊
き
だ
し
、
応
急
救
護

実
習
等
の
訓
練
に
、
分
散
し
て
臨

み
ま
し
た
。

各
防
災
関
係
機
関
が
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
技
術

の
向
上
と
相
互
体
制
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
に
資
す
る
こ
と
に
訓
練
の

目
的
が
あ
り
ま
す
。

地
元
と
し
て
は
、
防
災
組
織
づ

く
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

社

会

見
学

本
年
度
の
社
会
見
学
は
、
十

一

月
六
日
、
築
城
二
百
年
の
京
都

・

二
条
城
と
、
大
徳
寺

・
し
ょ
う
ざ

ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。

二
条
城
は
、
築
城
四
百
年
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
文

化
財
を
見
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

又
、
食
事
を
と

っ
た
し
よ
う
ざ

ん
の
庭
園
、
大
徳
寺
の
庭
園
も
見

事
な
も
の
で
し
た
。

ゲ

ー
ト
ボ

ー

ル
大

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
△ △
7=7マ

十

一
月
二
十
三
日
、
第
十
四
回

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
、
第
五
回

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
上
牧

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
五
年
目
に
な
る
合
同
形

式
の
こ
の
催
し
は
、
好
天
の
も
と

高
齢
者
か
ら
子
供
ま
で
、
家
族
的

な
雰
囲
気
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し

た
。特

に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
大

宙
会
の
方
々
に
お
世
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。防

犯

活

動

七
月
二
十
日
、

「第
七
回
ふ
る

さ
と
祭
り
」
の
終
了
後
、
恒
例
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、
防
犯

警
戒
と
青
少
年
非
行
防
止
に
あ
た

り
ま
し
た
。
又
、
歳
末
防
犯
警
戒

を
、
各
自
治
会
を
拠
点
に
、
十
二

月
二
十
九
、
三
十
、
三
十

一
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

日
赤
の
活
動

赤
十
字
活
動
を
支
え
る
主
た
る

財
源
で
あ
る
社
資
募
に
は
際
し
ま

し
て
は
、
五
領
各
自
治
会
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
百
三
万

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

例
年
ど
お
り
、
赤
十
字
思
想
の

啓
蒙
を
目
的
と
し
て
、
日
赤
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
杖
七
本
を
地
区
連
合

老
人
会
を
通
じ
て
配
布
す
る
と
と

も
に
、
献
血
の
Ｐ
Ｒ
と
補
助
活
動

を
、
当
地
区
献
血
推
進
員
三
名
松

坂
屋
前
、
ミ
ン
グ
前
等
で
六
回
に

わ
た
り
参
加
し
ま
し
た
。

一
さ
ら
に
、
本
年
度
は
「家
庭
看
護

介
助
員
養
成
講
習
会
」
を
九
月
か
ら
、

七
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
な
か
家
庭
で
の

介
護
が
身
近
な
問
題
に
な
り
つ
つ

あ
る
現
況
か
ら
か
、
定
員

（三
十

名
）
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
全
回
受
講
者
の
み
を
対
象
に

し
た
認
証
試
験
に
よ
り
二
十
八
名

の
方
々
に
適
任
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

健

康

推

進

六
月
九
日
の
午
前
、
午
後
の
二

回
に
わ
た
り
、
五
領
公
民
館
に
お

い
て
、
健
康
診
断
を
実
施
。

検
査
内
容
は
、
基
本
健
康
検
査

で
、
間
診
、
診
察
、
身
体
計
測
、

検
尿
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

心
電
図
検
査
。
結
核
検
診
で
は
、

胸
部
Ｘ
線
撮
影
を
行
い
、
こ
の
フ

イ
ル
ム
に
基
づ
き
専
門
医
に
よ
る

肺
が
ん
検
診

（読
影
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
基
本
検
診
に
二
七
八
名

（肺
が
ん
は
、
二
六
九
名
）
。

又
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
栄
養

教
室
を
、
九
月
二
十
五
日
に
、
地

区
巡
回
健
康
相
談
を
八
月
四
日
に
、

い
ず
れ
も
五
領
公
民
館
で
実
施
し

ま
し
た
。

平
成
十
進《
年
度

の
　

行

　

事


